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 極超音速機の実用化のためには，燃料コストの削減および安全性の確保を要し，抗力係数および空力加

熱の低減が不可欠となる．本研究では、極超音速流中における円錐形状物体のジェット噴射による空力特

性の変化を風洞実験によって調査した。実験にはベークライト製の円錐模型を使用した。模型投入2秒後

に測定室外の電磁弁を操作してジェット噴射を行い、測定手法としてシュリーレン法による密度勾配の可視

化、二段目円錐部の圧力測定、熱画像カメラによる温度測定を行った。実験の結果、ジェット噴射により二

段目に生じる衝撃波が減衰し、圧力値が局所的に低下することが確認された。また、熱制御性を示すスタン

トン数もジェット噴射により，減少した。ジェット噴射が空力加熱と抗力の低減に有効であることが示され、さ

らなる最適化の可能性が示唆された。 
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図 1 測定室内部 

図 2 ジェット噴射時のシュリーレン画像 


